平成２９年４月１０日制定
（一社）東京都トラック協会
第１回東ト協ベストドライバーコンテスト実施要領
１．目 的
ドライブレコーダを活用して、日常業務中の事業用トラックドライバーの法令遵守、運転技術や運転姿勢等を分析・評価し、安全意識を醸成することをもって、運送業界及びトラックドライバーの社会的地位の向上を図る。
また、評価結果は参加事業所へフィードバックし、適性診断受診結果と連携してトラックドライバーの指導に活用することで、より一層の安全・安心の向上を図ることを目的とする。
２．主 催：一般社団法人　東京都トラック協会
３．実施期間等
(1) 事前説明会：平成２９年４月１７日(月)　１４：００～１６：００
東京都トラック協会（４階会議室）
(2) 競技申込受付：平成２９年５月１日(月)～平成２９年５月２６日（金）
(3) 競技期間：平成２９年６月１２日(月)～平成２９年８月３１日(木)
(4) 表彰式: 平成２９年１１月１１日(土) 新橋ヤクルトホール（東京都港区）
（２８年度セーフティードライバー・コンテスト表彰式同日開催）　
  (5) 活用講座：平成２９年１１月中旬以降(本部）及び平成２９年１１月中旬以降（多摩）
４．競技部門
小型車部門、中型車部門、大型車部門及びトレーラ部門の４部門とし、参加事業所からの出場は１名とする。
競技車両は参加事業所の事業用車両とし、競技車両の車両クラスは、出場部門により次の代表車種の例によるものとする。
(1) 小型車部門 … いすゞエルフ、日野デュトロ、三菱ふそうキャンター、ＵＤトラックス・カゼット等
(2) 中型車部門 … いすゞフォワード、日野レンジャー、三菱ふそうファイター、ＵＤトラックス・コンドル等
(3) 大型車部門 … いすゞギガ、日野プロフィア、三菱ふそうスーパーグレート、ＵＤトラックス・クオン等
(4) トレーラ部門 … 大型トラクタ・トレーラを使用
５．出場方法・資格要件等
(1) 本コンテスト終了後において、参加ドライバーの評価結果及び当該ドライバーの適性診断結果を用いてドライバーの指導教育に活用する意思のある事業所であり、運行管理者等のドライバー教育担当者は、ドライバー指導教育に資するため、活用講座を受講すること。
(2) 参加申し込みは、東ト協が別途定める「東ト協ベストドライバーコンテスト参加申込書」に必要事項を記載し、次の①及び②の書類の他に、③の自動車安全運転センター発行のＳＤカードの交付を受けている場合はその写しを添付して、所属支部を経由し本部運行管理部あて申し込むものとする。なお、所属支部は、④の「ＤＲ装置の参加事業所グループ内回付順序表」を作成し、併せて添付するものとする。
① 東ト協ベストドライバーコンテスト参加申込書兼承諾書
② 参加車両の自動車検査証の写し
③ 平成２９年１月以降に発行されたＳＤカードがある場合は、加点の対象とする。
④ ＤＲ装置の参加事業所グループ内回付順序表（支部において作成）
 (3) 各支部の出場枠は、別紙出場割当表によるものとし、出場ドライバー数は、全支部合計で３００名以内とする。
(4) 前年度の本コンテストにおいて入賞した事業所のドライバーは出場することができない。
６．表 彰
(1) 選手表彰
① 東京運輸支局長表彰〔全部門を通じて総合得点第１位〕
② 東京都トラック協会長賞〔各部門の優勝者（①の受賞者を除く）〕
③ 運輸安全委員長賞〔各部門の総合得点第２位及び第３位の者〕
    ④ 特別賞〔数名〕
(2) 支部表彰
 東京都トラック協会長　表彰状〔各部門第１位の受賞者が所属する支部〕
７．分析及び評価等
 (1) 評価
① 競技時間：連続した２日間の同一のドライバーによる実運送であって、概ね１日あたり４時間以上の走行であること。ただし、休憩時間、休息期間及び荷扱い等の走行を要しない時間帯については、ドライブレコーダの電源プラグをシガーソケットから抜き、ドライブレコーダの作動を停止させること。
② 平成２９年１月以降に発行されたＳＤカードの写しの提出があった場合は、インセンティブとして加点し、事故惹起者の場合は減点対象とする。
③ 評価項目等：評価の対象は以下のとおりとし、ＳＤメモリーカードに保存された３６０度方位加速度データのほか、車室内外の画像データとを組み合わせた分析を行う。
ア．運転操作、運転行動、法令遵守等
イ．運転態度
ウ．省エネ運転
④ 評価方法：加減点は別途定める評価基準に基づき行う。
(2) 配点及び順位の決定方法
① 持ち点は 100 点とし、(1)④の評価基準により加減を行う。
② 順位の決定方法
得点がより高い者を上位とし、同点の場合は次による。
同部門で同点の場合には、女性を上位とし、次に若年者（同年齢者の場合は誕生日が後の者）とする。
